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神
戸
先
生
の
学
部
愛

石

JIl 

興

先
生
の
御
逝
去
を
報
じ
た
「
学
園
新
聞
」
(
十
月
十
九
日
附
)
に
、
先

生
。
思
い
出
の
一
端
を
述
べ
た
私
は
、
こ
と
に
は
日
頃
特
に
感
じ
て
い
た

先
生
の
学
部
に
対
す
る
愛
の
深
き
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
う
。

晩
年
の
先
生
は
唯
一
人
の
長
老
と
し
て
経
済
学
部
を
「
い
へ
」
の
様
に

愛
し
て
お
ら
れ
た
り
で
、
先
生
の
突
然
の
御
死
去
を
知
っ
た
時
、
学
部
。

慈
父
を
矢
っ
た
思
い
を
し
た
こ
と
は
、
私
担
け
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

終
戦
後
経
済
学
部
を
構
成
し
て
い
た
諸
教
授
が
、
突
然
大
学
を
去
っ
て

ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
新
に
学
部
を
構
成
し
た
諸
教
授
と
り
連
絡
も
な
く
な

っ
て
い
た
時
、
東
京
よ
り
京
都
に
帰
っ
て
来
ら
れ
た
神
戸
先
生
が
、
新
旧

の
総
て
の
教
授
を
都
ホ
テ
ル
に
招
待
さ
れ
た
。
こ
の
こ
之
に
よ
り
、
学
部

の
人
的
連
絡
が
再
び
出
来
て
き
た
。
と
の
御
招
待
は
、
毎
春
都
ホ
テ
ル
や

「
つ
る
や
」
で
繰
り
返
え
き
れ
、
学
部
の
人
円
和
は
加
わ
っ
て
行
っ
た
。
ま

士
先
生
が
、
御
老
齢
に
か
か
わ
b
ず
寒
い
十
一
月
の
経
済
学
会
総
会
に
出

席
さ
れ
、
若
い
人
々
と
並
ん
で
木
の
冷
い
腰
掛
に
か
け
て
研
究
報
告
を
熱
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心
に
聴
い
て
居
ら
れ
る
の
を
、
同
席
し
て
見
た
私
は
、
学
部
に
対
す
る
先

生
の
深
い
学
問
的
関
心
に
う
た
れ
た
り
で
あ
っ
た
。
昨
年
春
総
会
が
清
風

許
の
芝
生
白
上
で
催
さ
れ
た
時
に
も
、
先
生
は
御
元
気
に
有
益
な
お
話
を

し
て
下
さ
っ

t
。
優
秀
な
学
術
論
文
に
賞
金
L

と
し
て
毎
年
五
万
円
を
学
部

に
提
出
す
る
こ
と
を
計
画
さ
れ
た
先
生
は
、
選
考
よ
の
困
難
が
あ
っ
た
の

で
、
改
め
て
五
十
万
円
を
経
済
学
会
に
寄
付
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
も
、
先
生
が
如
何
に
我
経
済
学
部
の
人
の
和
と
学
問
的
精
進
を
念
願
し

て
居
ら
れ
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

今
年
瓦
月
二
十
三
日
の
経
済
学
部
四
十
周
年
の
祝
典
に
は
、
先
生
は
学

部
創
立
当
時
の
教
援
で
抑
存
命
な
唯
だ
一
人
と
し
一
九
八
十
二
歳
の
御
高
齢

で
御
元
気
に
出
席
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
翌
日
に
は
、
大
正
十
五
年
卒
業

の
教
え
子
の
招
待
を
よ
ろ
こ
ば
れ
て
、
本
庄
、
小
島
、
小
生
の
三
人
と
共

に
奈
良
ヘ
ド
ラ
イ
ブ
さ
れ
、
自
動
車
を
降
り
て
御
元
気
に
徒
告
で
春
日
神

社
に
参
拝
さ
れ
、
記
念
写
真
の
後
奥
山
の
日
月
亭
で
宴
会
に
興
ぜ
ら
れ
、

京
都
ヘ
ド
ラ
イ
ブ

L
て
帰
ら
れ
た
。
そ
と
に
私
は
、
先
生
の
子
弟
愛
の
深

さ
を
目
の
あ
た
り
見
た
の
で
あ
る
。
大
正
六
年
大
学
入
学
以
来
の
永
い
聞

の
私
に
対
す
る
先
生
の
子
弟
愛
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
に
つ
い
て
は
、
残

余
な
が
ら
こ
こ
に
書
〈
余
白
が
か
な
い
。

き
け
ば
、
そ
の
後
二
三
日
し
て
発
熱
さ
れ
た
先
生
は
、
胆
石
病
で
入
院

さ
れ
た
が
、
突
然
脳
溢
血
で
逝
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
先
生
は

「
い
へ
」
と
し
て
費
し
て
お
ら
れ
た
経
済
学
部
の
四
十
周
年
を
祝
し
、
そ

の
発
展
を
念
願
し
た
が
ら
逝
か
れ
た
の
で
あ
る
。

第
八
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四
巻
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前
述
し
た
「
学
園
新
聞
」
に
、
「
一
二

E

と
云
う
こ
と
は
当
時
の
学
怖

に
お
し
い
て
進
歩
的
で
あ
っ
た
神
戸
、
河
上
、
河
田
三
教
授
を
意
味
し
た
之

書
い
て
あ
る
が
、
先
生
の
御
性
格
は
、
進
歩
的
で
あ
っ
た
が
、
寛
容
で
あ

っ
た
。
故
に
先
生
の
門
下
よ
り
は
、
左
翼
的
な
人
の
み
で
な
く
多
方
面
の

人
材
が
出
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
三
人
の
お
子
榛
の
総
て
を
失
わ
れ
奥
様

も
亡
く
な
さ
れ
た
が
、
忍
耐
強
く
平
静
に
研
究
を
つ
づ
け
ら
れ
、
文
化
功

労
賞
も
受
け
ら
れ
た
。
先
生
は
ま
た
常
に
簡
素
な
生
活
を
楽
し
ま
れ
た
。

晩
年
に
吉
田
の
立
派
な
御
住
家
を
処
分
さ
れ
て
河
原
町
の
親
戚
の
コ
一
階
に

生
活
さ
れ
た
の
も
そ
の
一
例
で
あ
る
ω

先
生
白
八
十
歳
を
お
祝
い
し
た
論

文
集
の
巻
頭
に
「
求
道
忘
我
八
十
翁
神
戸
正
雄
L
E書
か
れ
た
が
、
こ

の
「
求
道
士
山
我
」
乙
そ
先
生
町
生
涯
の
原
動
力
で
あ
っ
た
。

こ
の
偉
大
な
先
生
を
失
っ
た
私
共
は
、
今
更
に
先
生
の
慈
犬
、
と
し
て
の

思
愛
に
感
銘
す
る
と
共
巳
先
生
の
御
精
神
に
学
ん
で
経
済
学
部
の
発
展
に

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
の
世
界
の
冷
戦
状
態
の
根
本
原
因
は
.

三
百
年
前
に
成
れ
る
ス
ミ
ス
的
原
理
と
百
年
前
忙
成
れ
る
マ
ル
ク
ス
的
原

理
と
に
各
が
同
執
し
こ
れ
を
著
し
く
変
化
し
た
今
日
の
世
界
に
適
用
せ
ん

と
す
る
同
経
済
学
派
白
冷
戦
状
態
に
あ
る
。
我
々
は
先
生
の
進
歩
的
精
神

に
学
ん
で
、
こ
の
冷
戦
を
越
て
今
日
の
世
界
的
事
実
に
即
し
て
今
日
の
世

界
史
的
課
題
を
把
握
し
、
こ
の
解
決
の
た
め
に
先
生
。
和
を
重
ん
ず
る
愛

に
学
ん
で
協
力
し
、
古
い
抽
象
的
原
理
主
止
揚
し
新
な
具
体
的
原
理
を
確

立
し
、
こ
の
上
に
先
生
の
努
力
精
進
の
精
神
に
学
ん
で
今
日
の
経
済
学
を

創
造
し
な
吋
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
今
日
の
経
済
学
高
の
任
務
で
あ
る
。




